
















　　　禁断症状（２巻読了後推奨）







　月曜日。

　緋百合ひゆり女学院高等学校、生徒寮の一室。

「はぁ」

　私──源道寺朝華げんどうじあさかは頭を抱えていた。一昨日の土曜日、湘南の別荘で過ごしていた私に勇ゆうにぃは会いに来てくれた。ずっと勇にぃに会う勇気が出ず、綺麗な思い出のままでいてほしいと願っていた私は、勇にぃと再会することでようやく一歩を踏み出せたのだと思う。

　勇にぃこそが私の全て。

　私が生きていく理由。

　あの人のいない人生を送るくらいなら……

「……」

　なのに、夏休みになるまで勇にぃに会えないなんて辛すぎる、苦しすぎる。昨日一昨日と勇にぃと過ごした二日の間で触れ合った箇所が疼き、燃えるような衝動と愛情が私の心を熱するのだ。

　でもこの感覚は懐かしい面もあったりする。

　子供の頃、勇にぃ、未夜みやちゃん、眞昼まひるちゃん、そして私の四人で毎日遊んでいたのだけれど、私はいつも遊び終わって勇にぃとお別れをするのが嫌だった。

　どうせ次の日になったらまた会って遊べるのに、私は勇にぃと離れるのが寂しかった。両親はあまり家に帰ってこられないし、お手伝いさんたちしかいない家に帰るのが寂しかったのだ。それぐらい子供の私は彼のことを慕っていたのだろう。

　ただ今回のものは当時よりいっそう苦しく、そして楽しくもある。

　勇にぃに会いたいという想いと今はまだ会えないという現実が私をうずうずむずむずさせるのだ。

　じっとしているとこのうずうずが体中を巡り、誇張した表現だが、内側から爆発しそうな感覚に陥る。

　早く会いたい。

　また私に触れてほしい。

　そして、私もまた勇にぃに触れたい。

「はぁ……」

　このままでは本当におかしくなってしまいそう。

　夏休みになれば富士宮に帰省して勇にぃに会えるけれど、それまでこの疼きを我慢しながら生活していかなくてはならないと思うと、頭がおかしくなりそうだ。

　早く勇にぃに会いたい。

　一秒でも早く、あの人の優しい手に撫でてもらいたい。

「……」

　そうだ。

　私はひらめいた。

「うふふ」

　湘南の別荘から持ち帰ったキャリーケースを開け、ある物を取り出す。それは勇にぃが別荘に忘れていった私服だった。海で転んでしまい、海水まみれになった服を洗濯したのだけれど、勇にぃはこれを忘れて着替えのまま帰って行ってしまったのだ。

　服を口元に当て、深く息を吸う。

「すぅ……はぁ」

　勇にぃの香りが私の鼻腔を満たす。一度洗濯してしまったため、匂いはさほど強くないけれど、私の疼きを抑え込むには十分だ。

　勇にぃのガツンとくる匂いはやがて私の全身に回り、幸せが体中に行き届いた。

「好き、大好き」

　そして私はベッドに寝転んだ。
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